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公式戦目指して

練習頑張るぞ!!

『輝け雪』のまち ぬまた町

⃝令和2年度一般会計補正予算
　商工業振興費の補助金
　防災対策費など

⃝一般質問のその後を追う
　　質問者　上野議員
　　　「スポーツ環境の改善について」

　久保議員がコロナウィルス
による影響からの学校教育に
ついて質問したほか、6名の
議員が質問を行いました。

⃝議会改革特別委員会
　 　魅力があり、町民の皆様と共に開かれた
議会を目指すために

第2回定例会

シリーズ検証

町長に問う

議会が動き出す
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令和2年
第2回�定例会
6月18日〜19日

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が

開
か
れ
、
町
長
の
一
般
行
政
報

告
お
よ
び
教
育
長
の
教
育
行
政

報
告
の
後
、
７
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
令
和
元
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
に
係
る
報
告

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
経
済
対
策
事
業
」
と
し
て
、

飲
食
店
の
支
援
に
係
る
経
費
、

４
０
５
万
円
を
令
和
２
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

委
託
料　
　
　

１
０
０
０
万
円

振
興
費

・
企
業
誘
致
等
推
進
費

　

１
７
９
万
円

　

沼
田
町
に
企
業
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
た
め

の
経
費

◎
沼
田
開
発
公
社
の
事
業
計
画

及
び
決
算
に
関
す
る
報
告

　
「
自
動
車
学
校
」
の
令
和
元

年
度
決
算
と
令
和
２
年
度
事
業

計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
少

子
化
な
ど
に
よ
り
、
普
通
車
の

入
校
生
が
予
想
以
上
に
減
少
し

ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
係
る
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
︒

　
年
度
末
の
事
業
確
定
に
よ
る

補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

◎
条
例
の
改
正

　
「
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
「
沼
田
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
「
沼
田
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
「
沼
田

町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
「
沼
田
町
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
「
沼
田
町
奨
学
資
金
貸
付

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
を
承
認
し
ま
し
た
。

◎
令
和
２
年
度
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

〈
主
な
内
容
〉

企
画
費

・
産
学
官
連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
見
守
り
支
援
事
業

表紙の写真
　学校と共に、スポー
ツ少年団活動も再開。
子どもたちはステイホ
ームでたまったストレ
スを発散しようと張り
切っていました。

農
産
加
工
場
製
造
費

・
農
産
加
工
場
製
造
費

�

１
４
２
万
円

　

農
産
加
工
場
の
特
産
品
や
新

商
品
開
発
に
係
る
経
費

商
工
業
振
興
費

・
町
内
飲
食
店
元
気
回
復
感
謝

イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

�

６
５
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
飲
食
券
の

販
売
事
業
に
係
る
補
助
金

消
防
施
設
費

・
深
川
地
区
消
防
組
合
負
担
金

�

１
２
５
万
円

　

救
急
車
の
オ
ゾ
ン
消
毒
器
設

置
に
係
る
負
担
金

防
災
費

・
防
災
対
策
費�

３
７
５
万
円

　

避
難
所
の
た
め
の
備
蓄
品
と

備
品
購
入
に
係
る
経
費

化
石
レ
プ
リ
カ
工
房
費

・
化
石
レ
プ
リ
カ
工
房
費

�

１
４
７
万
円

　

ヌ
マ
タ
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
の
レ

プ
リ
カ
作
製
に
係
る
経
費

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会

計
】

一
般
管
理
費

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

�

３
９
４
万
円

　

和
風
園
玄
関
へ
の
洗
面
台
設

置
や
多
機
能
加
湿
器
設
置
等
に

係
る
経
費

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別

会
計
】

一
般
管
理
費

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業

�

５
７
８
万
円

　

旭
寿
園
の
施
設
長
研
修
、
玄

関
へ
の
洗
面
台
設
置
や
多
機
能

加
湿
器
設
置
等
に
係
る
経
費

【
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
特

別
会
計
】

一
般
管
理
費

・
共
同
生
活
介
護
事
業
費

�

２
６
３
万
円

　

な
ご
み
の
老
朽
化
に
よ
る
修

繕
や
加
湿
器
購
入
に
係
る
経
費

子
育
て
支
援
費

・
沼
田
町
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
給
付
金�

３
３
０
万
円

沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
運
営
費

・
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
加
湿

器
設
置
工
事�

１
１
１
万
円

農
業
総
務
費

・
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金

�

５
６
１
万
円 元厚生病院職員住宅を改装したサテライトオフィス
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第2回定例会で議決された意見書
日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める（賛成　8人、反対　1人）

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める（全会一致）

◎農業委員会委員の任命
　現委員の任期満了に伴い、次の方々の委員任命
に同意しました。
・小峯　康則氏（現）　・堀田　　勝氏（新）
・藤村　直幸氏（新）　・中村　宗寛氏（現）
・辻　　幸一氏（新）　・宮田　茂樹氏（現）
・和泉　浩司氏（新）　・杉森　　司氏（現）
・浦田　　忠氏（新）　・谷口　修一氏（新）
・辻　　則行氏（現）　・中西　範行氏（現）
◎人権擁護委員の推薦
　人権擁護委員として引き続き渡部順子氏が推薦
されました。

◎選挙管理委員の選挙
　指名推薦により次の４名の方が選任されました。
選挙管理委員
・堀　　裕昭氏　　・杉森　　司氏
・谷水　敏和氏　　・越智　　聡氏
同補充員�（選挙管理委員に欠員が生じた場合、順

次繰り上げとなります）
・繰上１位　　池川　和男氏
・繰上２位　　山本　孝司氏
・繰上３位　　石脇　辰博氏
・繰上４位　　栗中　一弘氏

　右記の意見書提出を求める陳情が、2020 年
原水爆禁止国民平和大行進実行委員会より提出
され、審議の結果賛成多数で採択になりました。
その際次のような討論が行われました。
・反対意見
　日本はアメリカの核の傘に守られている現状
があり、昨今の東アジアにおける安全保障状況
を考えると、この意見書には反対である。
・賛成意見
　この条約は世界から核兵器をなくすことを目
指しており、真の平和のために必要なのは核の
傘ではなく核兵器の廃絶と考えるので賛成す
る。

　北海道森林・林業・林産業活性化促進議員連
盟連絡会より提出された下記意見書の提出を求
める陳情は、全会一致で採択されました。
●意見書案（抜粋）
　国においては、次の措置を講ずるよう強く要
望する。
１．森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・
木材産業の振興と山村における雇用の安定化
を図るため、森林整備事業及び治山事業の財
源を十分かつ安定的に確保すること。
２．間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるた

●意見書案（抜粋）
　広島と長崎にアメリ力の原子爆弾が投下され
てから 72 年を経た 2017 年7月7日、歴史的な
核兵器禁止条約が採択されました。核兵器禁止
条約は、被爆者とともに私たち日本国民が長年
にわたり熱望してきた核兵器完全廃絶につなが
る画期的なものです。
　一方、アメリカの「核の傘」に安全保障を委
ねている日本政府は核兵器禁止条約に背を向け
続けています。こうした態度をただちに改め、
被爆国として核兵器全面禁止のために真剣に努
力する証として、核兵器禁止条約に参加、調印、
批准することを強く求めます。

め、「森林の間伐等の実施の促進に関する特
別措置法」を延長し、同法に基づく森林整備
事業の都道府県・市町村負担分の起債を可能
とする地方債の特例措置を継続すること。
３．森林資源の循環利用を通じて林業・木材産
業の成長産業化を実現するため、地域の実情
を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・
流通、利用までの一体的な取り組みや森林づ
くりを担う林業事業体や人材の育成に必要な
支援措置を充実強化すること。
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篠
原
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問 

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
存
続
対
策
事
業
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
な
い
の
か

答�

密
集
に
な
ら
な
い
よ
う
駅
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
カ
フェ
な
ど
可

能
な
こ
と
に
取
り
組
む

町
長
へ
の
一
般
質
問

コ
ロ
ナ
対
策
に
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
拡
大
を

国
の
二
次
補
正
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
い

問答問　
町
内
の
飲
食
業
や
観
光

業
者
に
と
っ
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
多
岐

に
わ
た
る
リ
フ
ォ
ー
ム
が
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ

の
コ
ス
ト
負
担
に
対
し
て
、
町

が
し
っ
か
り
と
後
押
し
を
し
て
、

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
既
存
の
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
の
執
行
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

二
つ
目
に
、
一
般
住
宅
に
限

定
さ
れ
て
い
る
既
存
の
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
を
、
事
業
所
店
舗
等

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
拡
充
す
る
こ

と
で
、
町
全
体
と
し
て
感
染
症

予
防
対
策
に
活
用
で
き
な
い
か
、

考
え
を
聞
き
た
い
。

令
和
２
年
度
の
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い

て
は
、
₂₅
件
を
想
定
し
６
２
５

万
円
の
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
の
と
こ

ろ
₂₃
件
で
３
３
６
万
円
の
交
付

決
定
を
し
、
町
内
各
所
で
活
用

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

既
存
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に

対
し
て
、
感
染
予
防
対
策
の
充

実
に
活
用
を
で
き
な
い
か
と
い

う
質
問
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
対
応
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
状
況
だ
ろ

う
と
私
も
思
い
ま
す
。
特
に
影

響
度
合
い
が
大
き
い
飲
食
店
、

理
美
容
業
、
小
売
販
売
業
な
ど

に
つ
い
て
は
対
面
で
の
対
応
は

必
須
で
す
。
今
後
国
の
二
次
補

正
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
既

存
事
業
の
中
に
支
援
枠
を
追
加

し
た
上
で
、
店
舗
の
改
修
や
設

備
の
導
入
に
つ
い
て
支
援
策
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

畑地 誉
議員

沼
田
町
で
働
く
人
に
賃
金
格
差
は
な
い
か

企
業
か
ら
必
要
な
経
費
の
要
望
が
あ
れ
ば
協
議
に
は
応
じ
る

問答問　
国
に
よ
る
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、
医
療
従
事
者
や

介
護
従
事
者
に
「
慰
労
金
」
が

給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
様
に
感
染
リ

ス
ク
が
あ
る
中
で
働
い
て
い
る

保
育
や
児
童
福
祉
従
事
者
は
対

象
外
で
、
関
係
団
体
か
ら
国
に

要
望
も
出
て
い
ま
す
。
国
の
支

援
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
独

自
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　

今
年
４
月
か
ら
公
務
の
職
場

で
働
く
臨
時
職
員
は
制
度
が
変

わ
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
っ
て
、
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
町
が
民
間
に
委
託
や
指
定

管
理
を
行
う
職
場
で
は
そ
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
格

差
を
な
く
す
た
め
に
、
町
と
し

て
事
業
者
に
待
遇
改
善
を
要
望

す
る
考
え
は
な
い
か
。

篠原 暁
議員

石狩沼田駅のガーデニング

　

関
連
団
体
へ
の
慰

労
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
が
ど
う
い
っ
た
対
応

を
取
る
か
見
極
め
、
制
度
の
概

要
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
の
取
る
べ
き
方
策
を
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
民
間
企
業
に
対

し
て
そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
処

遇
に
つ
い
て
要
請
を
す
る
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
指

定
管
理
あ
る
い
は
業
務
委
託
を

受
け
る
企
業
側
か
ら
、
処
遇
改

善
を
含
め
た
必
要
な
経
費
と
し

て
指
定
管
理
料
や
業
務
委
託
料

の
増
額
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
協

議
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
で
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　既存のリフォーム事業
は、個人の住宅に対して適
用されるものなので、商工
業者のコロナ対策関連につ
いては、国の二次補正臨時
交付金を活用した上で、４
月に遡って適用されること
も想定されます。

＝解説＝
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衛
生
備
蓄
備
品
の
充
実
を

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

問答

生活に欠かせない水道事業

店頭から消えたマスク

恵比島牧場跡地

問　
こ
れ
ま
で
避
難
所
な
ど

の
災
害
設
備
の
整
備
を
主

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
衛

生
備
品
を
防
災
備
蓄
品
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

今
定
例
会
の
補
正
予
算
に
お

い
て
、
防
災
対
策
費
と
し
て
マ

ス
ク
な
ど
の
備
品
購
入
が
な
さ

れ
る
が
、
町
民
が
マ
ス
ク
な
ど

を
購
入
で
き
な
い
事
態
に
、
即

座
に
配
布
す
る
用
意
は
あ
る
の

か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
物
資
が
充
実
し
た
場

合
で
も
予
算
を
継
続
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
め
た
感
染
症

対
策
と
し
て
町
民
に
配
布
し
た

り
、
災
害
の
避
難
訓
練
な
ど
で

活
用
で
き
な
い
か
聞
き
た
い
。

　

感
染
症
な
ど
の
防
疫
対
策
と

し
て
、
町
民
の
健
康
や
安
全
面

に
起
因
す
る
衛
生
備
品
は
、
最

優
先
に
準
備
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
町
が
備
蓄
計
画
を
作

成
し
、
防
災
計
画
に
盛
り
込
み

反
映
で
き
な
い
か
聞
き
た
い
。

　

防
災
備
蓄
品
は
こ

こ
数
年
徐
々
に
で
は

あ
る
が
関
連
予
算
を
計
上
し
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
衛
生
用
品

の
調
達
困
難
を
想
定
し
て
、
計

画
的
に
配
備
し
た
い
。
配
置
す

る
備
品
は
町
民
に
周
知
し
な
が

ら
、
日
頃
の
備
え
と
い
う
観
点

で
協
力
を
求
め
、
買
い
た
く
て

も
買
え
な
い
状
況
が
発
生
し
た

場
合
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

防
災
非
常
食
は
、
期
限
が
来

る
前
に
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で

有
効
的
に
活
用
し
た
い
。
ま
た
、

あ
る
一
定
量
の
確
保
を
常
時
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

災
害
時
に
備
え
た
必
需
品
の

計
画
的
な
備
蓄
と
防
疫
の
重
要

性
に
つ
い
て
検
証
し
、
必
要
に

応
じ
て
計
画
の
整
備
、
修
正
を

検
討
し
ま
す
。

伊藤 淳
議員

上
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問 

恵
比
島
地
区
の
土
の
販
売

で
町
民
に
還
元
を

答��

趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る
が
、農

地
法
や
環
境
面
か
ら
ハ
ー
ド
ル

は
高
く
、慎
重
な
対
応
が
必
要

家
庭
の
水
道
料
金
の
負
担
減
を

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
対
策
を
し
た
い

問答問　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
家
庭
の
水
道
使
用
量

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
使
用
の
基
本
料
金
を
一
年

間
無
料
に
す
る
気
持
ち
は
な
い

か
聞
き
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
、

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
資
金
を

約
３
億
円
積
ん
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
感
染
症
も
災
害
と
し
て
考

え
、
先
人
が
蓄
え
た
資
金
を
今

活
用
し
、
町
民
に
還
元
す
る
考

え
は
な
い
か
聞
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
減
免

措
置
は
一
部
近
隣
で

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
上
下
水

道
含
め
ま
す
と
年
間
基
本
料
金

は
約
７
０
０
０
万
円
と
莫
大
な

費
用
が
必
要
で
、
最
優
先
事
項

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
感
染
へ
の
不
安

軽
減
、
予
防
対
策
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
最
優
先
に
行
い
、
今
後
も
感

染
防
止
対
策
、
弱
者
対
策
、
経

済
対
策
を
並
行
し
て
進
め
、
町

民
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

資
金
の
取
り
崩
し
は
、
今
後
、

先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、

様
々
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
に
必
要
な
の
で
、

今
す
ぐ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

上野 敏夫
議員
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
新
た
な
学
校
再
開
を

メ
ン
タ
ル
面
を
大
切
に
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る

問答問　
学
校
再
開
し
た
今
、
教

育
委
員
会
員
会
が
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
安
心

と
勇
気
を
与
え
る
「
沼
田
な
ら

で
は
の
一
貫
教
育
」
を
行
う
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
沼

田
っ
子
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
質
問
し
ま
す
。

　

教
育
長
か
ら
小
中
学
生
に
わ

か
る
言
葉
で
安
心
と
勇
気
を
与

え
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

が
重
要
か
つ
急
務
で
す
。

　

２
点
目
に
、
家
庭
学
習
に
対

応
で
き
る
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
が
急
務
で
す
。

　

３
点
目
に
、
職
員
間
、
コ
ミ

長野 時敏
議員

長
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
コ
ロ
ナ
時
代
の
診
療
︑Ｗｉ
ー
Ｆｉ
︑電
子
決
済
ス
タ
イ
ル
を

答�

で
き
る
事
か
ら
試
験
運
用
し
、来
年
度
実
現
を
目
指
す

久
保
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
高
穂
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
建
設
の
財
源
を
検
討
す
べ
き
だ

答�
新
た
な
機
能
強
化
を
考
え
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
具
体
化
す
る

コ
ロ
ナ
世
代
と
呼
ば
せ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を

役
場
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
担
当
者
を
効
果
的
に
活
用

問答問　
小
中
学
生
の
１
年
間
は

貴
重
で
濃
密
で
す
。
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」
１
５
５
５

万
円
を
沼
田
っ
子
の
育
み
に
活

か
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
調
査
」

や「
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
着
手
」が
、

先
進
地
よ
り
遅
れ
た
理
由
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
人
材
の
差
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

文
科
省
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

る
人
材
追
加
を
活
用
す
れ
ば
、

情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
組
織
化
が

可
能
と
な
り
、
役
場
、
学
校
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
夜
高
あ
ん
ど

ん
祭
り
、
ポ
ー
ト
ハ
ー
デ
ィ
な

ど
の
発
信
も
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
点
目
に
、
小
中
学
生
１
人

１
台
Ｐ
Ｃ
配
布
、
全
家
庭
が
公

平
に
使
用
で
き
る
環
境
整
備
、

教
師
の
効
果
的
な
活
用
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
計
画
な
ど
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

３
点
目
に
、
沼
田
町
の
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
は
ま
だ
構
想
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
学
習
指
導
員
は
未

配
置
で
す
。
学
校
は
「
３
月
ま

で
に
す
べ
て
を
教
え
る
」
責
任

が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の
市
町
の

子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
教
育

の
機
会
平
等
を
ど
う
保
証
し
ま

す
か
。

教
育
長

　

５
月
か
ら
役
場
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
担
当
職
員
を
活
用
し
、
教
育

委
員
会
や
学
校
と
の
新
た
な
連

携
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
点
目
は
、
小
中
学
生
に
１

人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
配
布
（
₁₀
月
）

及
び
教
師
の
研
修
の
充
実
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
特
に
中
３
の

１
学
期
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
夏
休
み
を
５
日

間
短
縮
し
、
時
数
を
確
保
す
る

と
共
に
、
ゆ
め
っ
く
る
の
Ｗｉ
│
Ｆｉ

環
境
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
組
織
化
ま
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
行
政
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
提
案
を
受
け
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
隊
な
ど
専
門
的
な

情
報
発
信
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

久保 元宏
議員

教
育
長

　

不
安
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

達
の
メ
ン
タ
ル
面
を
大
切
に
し

た
い
。
学
校
で
の
説
明
が
可
能

に
な
れ
ば
、
児
童
や
生
徒
に
直

接
、
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
Ｐ
Ｃ
配
布
ま
で

に
で
き
る
こ
と
を
や
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
中
学
校
は
職
員

間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

は
、
学
校
と
相
談
し
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
小
・
中
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
₅₄
台
あ
り
、
充

足
し
て
い
ま
す
。
不
足
時
は
検

討
し
ま
す
。

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
新

た
な
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
す
。

　

４
点
目
に
、
★
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
」
実
施
前
の
パ
ソ
コ

ン
（
Ｐ
Ｃ
）
貸
出
な
ど
の
呼
び

か
け
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

環
境
の
整
備
が
急
務
で
す
。
新

た
な
学
校
再
開
を
問
い
ま
す
。

★「ＧＩＧＡスクール」とは？
　昨年、文科省から小中学生一人ひとりに個別
最適化され、創造性を育むＩＣＴ教育の実現に
向けて１人１台のコンピュータ環境が示されま

した。
　それがコロナ禍によって
オンライン授業のニーズが
高まり、さらに実現が早ま
ります。
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コ
ロ
ナ
対
策
に
独
自
政
策
を

優
先
順
位
を
付
け
て
し
っ
か
り
対
応
し
た
い

問答問　
　

日
本
国
内
の
６
月
17

日
ま
で
の
累
計
の
感
染
者

数
は
１
万
７
６
２
８
人
で
長
期

化
す
る
予
想
で
す
し
、
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
や
地
震
・
火
災
な
ど

災
害
が
絡
ん
だ
時
に
ど
う
対
応

す
る
と
い
う
問
題
も
出
て
き
ま

す
。

　

全
国
市
町
村
会
で
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
お
い
て
感
染

症
予
防
対
策
地
域
経
済
対
策
な

ど
の
緊
急
提
言
と
し
て
財
政
措

置
も
求
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

国
の
支
援
で
は
一
部
足
り
な

い
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
て
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
独
自

の
制
度
を
行
っ
て
い
る
地
方
自

治
体
も
多
く
あ
り
地
域
の
皆
さ

ん
の
安
堵
感
を
生
ん
で
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

飲
食
店
支
援
事
業
な
ど
は
行

わ
れ
て
は
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
な
い
現

状
で
は
一
般
町
民
へ
の
配
慮
が

ま
だ
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

沼
田
町
は
子
育
て
日
本
一
を

掲
げ
て
い
る
し
、
雑
誌
で
住
み

や
す
い
田
舎
暮
ら
し
に
も
選
ば

れ
て
い
る
町
で
す
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
胸
の
中
に
お
い

て
一
歩
進
ん
だ
政
策
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

沼
田
独
自
の
横
山
町
長
が
考

え
る
町
民
に
対
す
る
政
策
を
何

か
一
つ
う
ち
だ
し
て
い
た
だ
き

た
い
。　
　　

色
々
と
優
先
順
位

を
つ
け
な
が
ら
、
困

っ
て
い
る
方
へ
の
対
応
を
早
急

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
国
の
二
次
補
正
の

概
要
が
ま
だ
何
も
来
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
詳
細
が
分
か
り
次

第
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

　

次
に
つ
な
が
る
町
民
に
配
慮

し
た
そ
ん
な
取
り
組
み
に
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大沼 恒雄
議員

今回の定例議会の
傍聴者は、15名でした。

みなさまの傍聴をお待ちしています。 

　感染症関連の質問が多い定例会であった、
今後の町の活性化に向けた質問が少なかった。
（60代　男性）

傍聴席の生の声

　過去の議会広報誌や、
　　　議事録が見られます。

「沼田町議会」で検索!
スマートフォンはこちらから→

町議会のホームページを
ご利用ください

国から示された補正予算の大枠
　沼田町には約１億５千万円が配分さ
れており、これから具体的なコロナ対
策事業が実施される。
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第
４
回
臨
時
会

 
令
和
２
年
５
月
８
日

第
５
回
臨
時
会

 

令
和
２
年
５
月
２９
日

第
３
回
臨
時
会

 

令
和
２
年
４
月
２８
日

◎
町
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

・
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

・
ゆ
め
っ
く
る
非
常
用
発
電

設
備
工
事
契
約

�

６
３
２
５
万
円

・
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
工
事
契
約

�

１
億
３
２
０
０
万
円
増

・
除
雪
ド
ー
ザ
ー
に
係
る
物

品
購
入
契
約

�

１
９
１
４
万
円
増

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
予

防
対
策
費
（
マ
ス
ク
ほ
か
）

�

２
２
９
万
円
増

・
元
気
回
復
！
親
子
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
支
援
事
業
補
助
金

�

₈
₉
万
円

・
経
済
対
策
支
援
金

�

９
８
７
万
円

・
中
小
企
業
特
別
融
資
貸
付

金

�

２
０
０
０
万
円
増

防災・減災・国土強靭化のための緊急対策強化を求める国への意見書
　大規模な地震や津波、集中豪雨といった自然災害が、近年、全国各地で頻発しており、住民の尊
い生命や財産を奪うなど甚大かつ深刻な被害を及ぼしています。
　北海道においても平成30年９月６日に胆振東部地震が発生し、広大な大地が一瞬にして電力を失
う等、重大な事態が起きています。
　各自治体においては、財政が厳しい状況の中、地域の安全と住民生活を守るために「緊急防災・
減災事業債」を積極的に活用し、指定避難所の非常用発電機整備等、様々な対策を進めてきたとこ
ろであります。
　しかし、避難すべき公共施設の老朽化など、未だ充分な対策ができていない状況にあります。「緊
急防災・減災事業債」は、地方自治体にとって極めて重要な財源保障となっており、本制度の延長
と対象事業の拡充を進めることが、住民の防災意識の高まりを促し、地方の実情に応じた防災・減
災対策を計画的に取り組められるものと考えます。
　今後、新たな感染症対策も踏まえ、本町のみならず全国の自治体がよりスピード感をもって防災・
減災対策に取り組むことを可能とするため、次の事項について要望いたします。

１　地域の要望に即した、防災・減災対策などの国土強靭化の促進に必要な予算枠を拡充すること。
２　「緊急防災・減災事業債」制度の延長と対象事業の拡充の措置を講ずること。

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣

　第２回沼田町議会定例会において、
大沼恒雄委員長より次の意見書案の提
出があり、可決されました。

総務民教建設常任委員会
意　見　書

◎
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︵
和
風

園
︶
特
別
会
計
補
正
予
算

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
ほ
か

�

３
５
６
１
万
円
増

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
し

た
場
合
の
疾
病
手
当
金

�

₅
₀
万
円
増

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

・
児
童
手
当
上
乗
せ
給
付
金

　
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援

�

２
８
０
万
円

・
特
別
定
額
給
付
金

�

３
０
２
８
万
円

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
備
品

購
入

�

１
５
５
５
万
円
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見事に開花した桜を見学

Ｚｏｏｍで会議を体験中

議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

●
雪
氷
桜
の
保
存
状
況
を
視
察

　

沼
田
町
で
雪
山
に
埋
め
て
開

花
を
遅
ら
せ
て
い
た「
雪
氷
桜
」

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
今
年
予
定

さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
沿

道
を
飾
る
は
ず
で
し
た
。
雪
か

ら
掘
り
出
さ
れ
て
開
花
し
た
桜

の
枝
は
、
出
番
は
変
わ
り
ま
し

た
が
今
後
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
15
日
に
産
業
福
祉
常
任
委
員
会(

上
野
敏
夫
委
員
長)

と

総
務
民
教
建
設
常
任
委
員
会(

大
沼
恒
雄
委
員
長)

に
よ
る
、
議

員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
始
め
に
、
ゆ
め
っ
く
る
の

裏
に
あ
る
雪
の
科
学
館
で
、
保
存
さ
れ
て
い
る
桜
の
開
花
状
況
を

視
察
。
そ
の
後
町
内
数
カ
所
に
分
か
れ
、
最
近
注
目
度
が
上
が
っ

て
い
る
リ
モ
ー
ト
会
議
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

●
リ
モ
ー
ト
会
議
の
研
修

　

コ
ロ
ナ
禍
で
三
密
を
避
け
る

た
め
の
「
リ
モ
ー
ト
会
議
」
が

増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
議
員

も
、
災
害
な
ど
緊
急
時
に
集
合

で
き
な
い
事
態
を
想
定
し
、
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

シリーズ検証

　議員が定例会ごとに行う一般質問は、町政についてただしたり、
町民の生の声を届けるために行っています。しかし、その時限り
で終わってはいないのか。そこで、議会で取り上げた内容がその
後どうなったかをシリーズで追ってみます。実現したものだけで
なく、途上のものは実現の可能性を探ります。
　第１弾は昨年６月の定例会における上野議員の質問です。 質問をする上野議員

一般質問のその後を追う

　

新
し
く
な
っ
た
道
具
を
活

用
し
て
、
練
習
に
励
む
沼
田

中
学
校
バ
レ
ー
部
の
皆
さ
ん

スポーツ環境の改善について� 上野　敏夫
　スポーツ環境の改善について、日頃町民体育
館で練習をしているバレーボール少年団のみな
さんが、鉄製の支柱が重すぎて設置に苦労して
いる実情があり、昨年６月の議会で町長と教育
長に質問しました。
　その後、新規格の用品購入に補正予算が組ま
れ、カーボン製の軽い支柱とネット等が町民体

育館、小学校、中学校に配置され、安心安全に
練習できる環境が整いました。
　■経　過
　　・一 般 質 問：令和元年６月20日
　　・予 算 議 決：　〃　　９月1８日
　　・発　　　注：　〃　　９月2６日
　　・納品・設置：　〃　　11月６日
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　町議会の運営等に関し、有識者からの提言その
他の意見を広く聴取し、町議会等に反映させ、町
議会の円滑かつ民主的な運営を推進することが目
的となります。

議会サポーター制度とは

議会は動きます！

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
鵜

野
範
之
委
員
長
）
は
全
議
員
で

構
成
し
、
令
和
元
年
６
月
に
設

置
。
現
在
ま
で
に
９
回
の
特
別

委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
「
議
員
定
数
及

び
議
会
活
動
等
調
査
特
別
委
員

会
」
の
答
申
や
平
成
26
年
ま
で

の「
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
」

を
受
け
、
過
去
の
検
証
結
果
の

確
認
と
現
在
の
議
会
の
在
り
方

や
進
む
方
向
性
に
つ
い
て
、
検

討
途
中
で
あ
り
、
様
々
な
議
論

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、

住
民
か
ら
求
め
ら
れ
る
議
会
の

使
命
を
確
認
し
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
た
め
、
魅
力
あ
る

議
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
大
き
く
４
項
目
に
分
け

議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
議
会
の
運
営

　

・
議
会
傍
聴
の
推
進

　

・
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

・
議
会
傍
聴
の
環
境
整
備

　
　

な
ど

②
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み

　

・
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

検
討
項
目

　

・�

議
会
報
告
と
町
民
と
の
意

見
交
換　

な
ど

③
議
員
活
動
の
向
上
と
倫
理

　

・
議
会
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

　

・�

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続

計
画
）
策
定　

な
ど

④
議
員
定
数
な
ど

議会改革特別委員会の様子

　町議会の運営等に関し、町民
からの要望、提言その他の意見
を広く聴取し、町議会の改革・
活性化の推進及び政策提案機能
を強化することが目的となりま
す。

　町民に対して議会の最新情報の提供と議会内情
報の一元化を図り、議会及び議員活動の積極的展
開に活用する目的となります。
（例）本会議のインターネット中継や録画配信、
タブレットを活用した情報の集約・意見交換での
利用　など）

議会モニター制度とは

議会ＩＣＴの取り組みとは

　議会に対し皆様のご意見、ご提案を
お聞かせください。
　主な内容は
　・定例会や委員会の傍聴と評価
　・議会広報誌やホームページの評価
　・町議会議員との意見交換　など
　是非ご参加をお待ちしています。

議会モニターを
募集しています。

お申込み・詳しい内容の
お問い合わせは
沼田町議会
（0164）35−2117まで



11

議会改革特別委員会

町民の皆様と共に

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す

スクリーンを利用した定例会での一般質問

議
会
傍
聴
の
環
境
整
備

　

定
例
会
に
一
人
で
も
多
く
の

方
に
議
会
傍
聴
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
言

葉
だ
け
で
な
く
ス
ク
リ
ー
ン
に

グ
ラ
フ
な
ど
を
映
し
て
傍
聴
者

に
も
分
か
り
や
す
く
内
容
を
伝

え
よ
う
と
、
一
般
質
問
に
て
活

用
し
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て

も
、
設
置
の
仕
方
や
使
用
方
法

を
工
夫
し
、
改
善
を
し
て
行
き

ま
す
。

議
会
傍
聴
の
推
進

　

平
日
の
日
中
に
行
わ
れ
る
定

例
会
で
は
、
議
会
傍
聴
に
来
る

こ
と
が
出
来
な
い
町
民
の
方
も

多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
９
月
に

行
わ
れ
る
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
「
ナ
イ
タ
ー
議
会
」
を
開

催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
や
時
間
に
つ
い

て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

内
容
は
一
般
質
問
を
数
件
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
議
場
ま

で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入

　

７
月
９
日
よ
り
議
会
モ
ニ
タ

ー
募
集
の
チ
ラ
シ
を
町
の
区
長

発
送
に
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

議
会
に
関
心
や
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
だ
け
で
も

結
構
で
す
の
で
、
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

　

議
会
運
営
に
精
通
さ
れ
て
い

る
研
究
者
や
有
識
者
、
議
会
改

革
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る

実
務
者
な
ど
を
議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
委
嘱
し
、
主
に
議
員

研
修
の
講
師
や
議
会
運
営
上
の

助
言
を
い
た
だ
き
、
議
会
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
追
跡
調
査

　

議
員
が
一
般
質
問
し
た
内
容

が
、
行
政
の
取
り
組
み
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
実
現
に
至
ら
な
い
場
合

で
も
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
議

会
広
報
誌
「
み
ん
な
の
議
会
」

の
中
で
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

公開研修会を開催します。
　議会の役割などについて議会サポーター講演研修会を行い
ますので町民の皆様も是非ご参加ください。

　　日　付：８月２９日（土）
　　受　付：１３時より　　　開始：１３時３０分
　　場　所：沼田町健康福祉総合センター
　　　　　　　　ふれあい　１階　すこやかホール

　　講　師：土山　希美枝 氏（龍谷大学政策学部　教授）
　　　　　　西科　　　純 氏 （北海道自治体学会

議会技術研究会共同代表）

お越しいただく際はマスクの着用などをお願いいたします。
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「
議
会
広
報
」

２
０
２
０
年
８
月
６
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　昨年４月に滝川市より赴任してまいりました。学生
時代を含め₃₀年間過ごした空知は、私の「ふるさと」
と思っています。沼田中学校では、明るく素直で、時
にエネルギッシュな生徒達と教科指導や生徒指導に情
熱を注ぐ教職員に刺激を受けながら勤務しています。
　今年度は、合同運動会、夜高あんどん祭り等の一大
イベントをはじめ、中体連等の各種大会、吹奏楽コン
クールも中止となりました。大変残念に思っていたと
ころですが、多くの方々の支援により、代替となる活
動も計画され、実施に向かっています。感謝、感謝の
気持ちの一方で、子ども達の成長のために力を尽くす
沼田町の気風と現状を悲観的に捉えるのではなく前向
きな生徒達の姿勢に感動させられるばかりです。
　沼田学園開校３年目となり、一貫・連携教育の充実
が望まれます。今後も将来を見据え、持続可能でより
効果的な取組を維持継続、創造深化させていきます。
そして、子ども達に「沼田っ子で良かった」と思って
もらえるよう、地域の方々とともに教育活動に取り組
んでいきたいと思っています。

あ
と
が
き

沼田ならではの教育に感動

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏　

篠
原　

暁

上
野
敏
夫　

畑
地　

誉

伊
藤　

淳

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
シ
ベ

リ
ア
の
永
久
凍
土
が
解
け
て
い

ま
す
。
氷
点
下
₆₇
・
８
度
を
記

録
し
た
町
ベ
ル
ホ
ヤ
ン
ス
ク
で

は
６
月
₂₀
日
に
₃₈
度
ま
で
上
昇

し
た
そ
う
で
す
。
永
久
凍
土
が

解
け
て
オ
イ
ル
が
漏
れ
だ
す
ニ

ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

氷
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
未

知
の
ウ
ィ
ル
ス
が
世
界
を
襲
う

心
配
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
物
が
自
由
に
移

動
し
、
海
外
旅
行
者
、
外
国
人

労
働
者
な
ど
の
流
入
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
︙

む
や
み
に
自
然
界
を
荒
廃
す
る

開
発
行
為
を
控
え
、
自
給
率
を

あ
げ
自
国
の
食
料
を
確
保
す
る
、

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
観
・

価
値
観
を
変
え
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
地
球
環
境
へ
の
配
慮
は

待
っ
た
な
し
と
言
え
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
も
た
ら

す
社
会
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
価

値
観
で
臨
む
べ
き
か
悩
み
は
尽

き
ま
せ
ん
。

沼田学園沼田中学校  教頭 飯
いい

塚
づか

 博
ひろ

明
あき

沼田中学校3年生　修学旅行の事前学習（自主研修計画）の様子

退
任
議
員
と
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　

毎
年
恒
例
で
あ
り
ま
す
退
任

議
員
と
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
₂₄
名
の
参
加
で
７
月
₁₆
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
配
慮
し

懇
親
会
を
自
粛
し
て
の
開
催
で

し
た
が
、
プ
レ
ー
に
集
中
し
た

退
任
議
員
チ
ー
ム
が
連
覇
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

退任議員会長 川邊敏隆さんの挨拶でスタート！

＜成績発表＞
団体の部
　優勝：退任議員会
個人賞　　　　　　 スコア
　優勝　津川　均 氏　55
　２位　高田　勲 氏　57
　３位　野　道夫 氏　58
ドラコン・ニアピン　久保元宏 氏
ニアピン　　　　　　上野敏夫 氏


